
日本で唯一のカレッジリレー！

１０．１４ (日)12：00

●会場使用についてのお願い
ごみの持ち帰りおよび、ごみの分別にご協力お願いします。

事前に申請されたブース出展者様を除き、会場のコンセントのご使用および火器のご使用はお控えください。

大学の建物内では、通常通り学生・職員が勉強や研究をしています。会場以外の建物への立ち入りはご遠慮ください。

がん征圧・患者支援のチャリティーイベント

リレー・フォー・ライフ・ジャパン
２０１８ 滋賀医科大学 RFLJ滋賀医大 公式ロゴ

２０１８

１０．１３ (土)12：00

＠滋賀医科大学中庭

▼



世界6000か所で行われるがんチャリティーイベント
リレー・フォー・ライフとは、がん患者さんやそのご家族を
支援し、地域全体でがんと向き合い、がん征圧を目指す
チャリティーイベントです。がん患者さんやご家族、そして
支援者が交代で夜通し歩き続け、痛みを分かち合い、勇気
と希望を与え合います。また、年間を通してがん啓発活動
を行い、地域全体でのがん征圧を目指します。
現在では、世界約30か国、約6000か所でイベントが開催
され、日本でも今年2018年には、全国48か所で開催され
ています。

日本で唯一の「カレッジリレー」
学生が主体となって大学で開催するリレー・フォー・ライフ
を「カレッジリレー」と呼びます。リレー・フォー・ライフ発祥
の国、アメリカでは盛んに行われているカレッジリレーです
が、日本では一昨年、滋賀医科大学で初めて開催されまし
た。がん患者さんやそのご家族にとって、若い世代がリ
レー・フォー・ライフに取り組む姿を励みにしていただけて
いるのではないかと信じています。学生ならではの若さ、活
気、発信力を最大限に活用して、がん征圧のための強い
後押しができればと思っています。

リレー・フォー・ライフの３つの使命
①Celebrate 「祝う」
がんの告知を乗り越え、今を生きているサバイバーさん
やご家族などの支援者を讃え、祝福します。

②Remember 「しのぶ」
がんで亡くなった愛する人をしのび追悼します。また、病
の痛みや悲しみと向き合っている人たちを敬います。

③Fight Back 「立ち向かう」
がんの予防や検診を啓発し、征圧のための寄付を募り、
がんに負けない社会をつくります。

リレー・フォー・ライフのロゴは、太陽を月と星でかたどった世界共通のものです。
それは昼夜を問わず、がんという病に立ち向かう世界中の数えきれない人々の勇気とリレー
参加者への絶え間ないサポートを象徴しています。

いつの日か、がんで悩むことのない社会が訪れるという希望の星を掲げ輝く太陽の下、降り
注ぐ月の光の中で参加者が一丸となって共に病に立ち向かう。
リレー・フォー・ライフのロゴには、そんな思いが込められています。

このちいさな一人がけのテーブルをご覧ください。

このテーブルは尊厳と名誉の象徴です
今日ここに集うことができなかった愛する人の席です
がんを告知された人たちそして
私たちがルミナリエの灯を捧げた人たちのための席です

この椅子に座るはずの人は今日ここにいません
がんと闘った多くの人たちが
私たちのもとを去っていきました

でも彼らを失ったことを嘆くのではなくて
その勇気ある生涯を讃えましょう
愛する人は家族と共に
今日ここに来ることができなかった人たちのことを
共に想い 讃え 彼らの想い出を 心に刻みましょう

この小さなテーブルは
時としてたった一人でがんと闘う患者のはかなさの象徴

そして白いテーブルクロスは 命を懸けた戦いを支える
医師、看護師、研究者たちの象徴です

花瓶の中の一輪のバラの花
それは 家族や友人のゆるぎのない愛と
がんと闘うサバイバーたちの強い意志の象徴

皿の上に一切れのレモンは この辛い病との苦しい戦いを

ちりばめられた塩は 数えきれない患者たちの苦しみの涙と
愛する人を失った家族や友人たちの涙を象徴しています

ふせられたグラス
それは 今日この日をともに祝うことができなかった
大切な人たちの追悼

でも このキャンドルは 私たちの心にともる希望の光
サバイバーの方たちがくれる希望の光です

リレー・フォー・ライフで集められた基金と
医療に携わる人々のたゆまぬ努力によってもたらされる
がん撲滅への希望の光なのです
一つの命が世界を変える
そして
それはあなたから始まるのです

エンプティテーブル

リレー・フォー・ライフとは

今日会場に来られなかった方や、がんとの闘いで亡くなった方を偲び、祈るために
白いテーブルと座る人のいない椅子を並べて詩の朗読を行います



「リレー・フォー•ライフ・ジャパン2018滋賀医科大学」が本学キャンパスで開催されますこと

を心からうれしく思います。一昨年、全国初の「キャンパスリレー」が滋賀医科大学で開催さ

れましたが、昨年に続き今年が第3回目となります。実施に当たって全面的なご支援をいた

だいております対がん協会、滋賀県をはじめとする関係者、協賛企業、市民の皆様のご協

力に心より御礼申し上げます。

「リレー・フォー・ライフ」では、がんを経験された方々と家族の皆様、そして支援される多く

の皆様の熱意と支援のお気持が参加者に感動と勇気を与え、がん患者支援、がん医療支

援の輪が広がっていくことを毎回感じています。

がんの診断・治療を推進し、がんの予防や発症メカニズムの研究を行っている滋賀医科

大学で「リレー・フォー・ライフ」が開催されることは大変意義深く、将来医師や看護師になる

学生にとって重要な体験の機会になっています。また、教職員・医療スタッフの有志も積極

的に参加しています。昨年から、滋賀県内の他の大学の学生の皆さんも多数参加しており、

「環びわ湖大学･地域コンソーシアム」にとっても重要な活動となっています。参加者の皆様

と医療従事者や学生が触れあい、がんやがん患者の皆様に対する理解を深めるとともに、

がんで亡くなられた方々への追悼の思いを共有することは、大変意義深いことです。

がん患者支援の輪が広がり、がん医療がさらに充実するために、「リレー・フォー・ライフ

2018滋賀医科大学」の成功を心から祈念いたします．

県内の各地、そして県外からお越しの皆様、ようこそ滋賀へ。県民を代表して心から歓迎

申し上げます。

本日、「リレー・フォー・ライフ・ジャパン2018滋賀医科大学」が、皆様のご尽力により、全

国唯一の学生による「がん」チャリティーリレーとして盛大に開催されますことを心からお喜

び申し上げます。

また、今年も、滋賀医科大学・京都薬科大学の学生の皆さんが実行委員として、若さと

活気で盛り上げていただいていることにお礼申し上げます。

このイベントを通じて、がんと闘っておられる方や、そばで見守り支える方々が、出会い、

勇気と希望を分かち合う姿は、毎年多くの方に感動を与えています。

今年は、若年世代のがんにスポットをあてたイベントを開催されると伺っており、同世代

の皆さんが情報を発信し、寄り添い、行動する姿ががんと闘う方や見守る方々の励みにな

ることと存じます。

想いをつなぐ命のリレーを通じて、それぞれの立場でがんと向き合い、力をひとつに共

に歩んでまいりましょう！

滋賀県知事

三日月 大造

ご来賓メッセージ

滋賀医科大学学長

塩田 浩平

ごあいさつ

みなさん、こんにちは！滋賀医科大学にお越しいただき、ありがとうございます！

2016年に日本初のカレッジリレーとして開催されてから、滋賀医科大学でのリレー

も今年で3回目となります。本当にたくさんの方々のご協力を頂き、「RFLJ2018滋賀

医科大学」を開催することができました。ご協力くださった皆様にこの場を借りて感謝

申し上げます。

3年目の今年は、がんに関わる方々や学生が交流し繋がることのできる、そんな場

や時間を生み出せるよう準備を進めてまいりました。社会経験が少なく、道に迷った

り、壁にぶつかったりすることも多くありましたが、私たち若い世代だからこそ伝えら

れること・変えられることがあると信じて活動してきました。学生だけでの開催で至ら

ない点も多くあるかともいますが、必死で取り組む学生たちの姿を温かく見守ってい

ただければ幸いです。若者ならではの活気や元気を通して、参加してくださる方に勇

気や夢、希望を与えられるように、みんなで一生懸命頑張っていきます。

一歩一歩、希望の未来に向けて。WALK WITH US！
リレー・フォー・ライフ・ジャパン

2018滋賀医科大学 実行委員長

大胡 滴



パネルディスカッション

「がんに向き合うAYA世代」

14 日（日）

13 日（土）

◆パネルディスカッション
がんは高齢者がかかるもの、と思われがちですが、比較的若い世代でも発
症することがあります。認知度が低く、支援体制が不十分であるといわれる
若い世代のがんについて、一緒に考えてみませんか？

タイム
スケジュール

がんに向き合うAYA世代

AYAサロン

代表ピアサポーター

PD-1の発見からiPS細胞を用いた
がん免疫療法の開発

滋賀医科大学生化学・分子生物学講座 教授

縣 保年

金沢大学医学部卒業後、京都大学の本庶 佑先生の研究室にてPD-1

という遺伝子の単離に関わる。PD-1はがんを攻撃するT細胞にブレー

キをかける役目をしており、PD-1に対する抗体はオプジーボという名前

でがんの免疫療法に用いられ注目されている。

現在は、がんを攻撃するのに重要なT細胞受容体という、アンテナの役

目をするタンパク質の遺伝子を直接iPS細胞に導入することによって、

効率よくT細胞を再生する研究を行っている。

◆がん医療の研究
リレー・フォー・ライフで集められた寄付金の一部は、「プロジェクト未来」と
呼ばれるがん研究の助成活動に充てられます。2016年度、助成研究に採
択された先生による講演です。

13日（土）15:00～ @ CMC

13日（土）13:30～ @メインステージ

◆がん啓発講演
女性にとって身近ながんである乳がん。日本での乳がん事情や、検診、食
事療法、治療選択などについて、乳腺外科医の先生が講演します。穴埋め
クイズをしながら、乳がんついて学びましょう。

乳がんについての正しい知識

滋賀医科大学附属病院腫瘍センター特任助教

冨田 香

滋賀県出身。女性の健康に寄与したいと医師を志し、聖マリアンナ医

科大学に入学。学生時代よりピンクリボン活動に参加。

滋賀医科大学医学部附属病院にて初期研修を修了後、滋賀医科大

学 乳腺・一般外科に入局し、乳腺外科医として修練を積む。

日本外科学会 外科専門医、日本乳癌学会 乳腺認定医。

趣味はサックス演奏、歌うこと、裁縫。

2児の母でもあり、日々育児にも奮闘している。

13日（土）16:00～ @ CMC
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サバイバーズラップ

human note

ソウル オブ レイク

がん医療の研究
「PD-１の発見からiPS細胞を用いた

がん免疫療法の開発」

がん啓発講演
「乳がんについての正しい知識」

チームPRコーナー

開会式

滋賀医科大学管弦楽団
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ラジオ体操

ラジオコーナー
がんに立ち向かう人たちからのメッセージ
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琉球國祭り太鼓

学生ラップ・ファイナルラップ

閉会式

クリエイティブ・モチベーション・
センター

思春期・若年成人にあたる15～39歳はAYA世代（Adolescent and
Young Adult）と呼ばれます。AYA世代のがん患者さんは、全体のがん
患者数に対して割合が小さいものの、多種多様ながん種を多く含み、
精神的にも身体的にも大きく成長する思春期、若年成人期に発症する
ため、友人関係や仕事、恋愛、結婚、出産、将来のことなど、様々な悩
みに直面します。今回は、県内のAYA世代を対象としたがんサロンにて
ピアサポーターを務めるサバイバーさんと、AYA世代のがん支援の必
要性と現状について情報発信を行います！



☆ ソウルオブ レイク (Soul of Lake)
大津市民ゴスペルクワイヤ ソウル オブ レイク

(Soul of Lake) と申します。大津市で、サークル結成

して9年目、現在10代から70代までのメンバーで、ゴ

スペルから歌う楽しさ、歌う喜び、そして何よりも人と

人との絆の大切さを伝えたいと活動中です。

☆ 滋賀医科大学管弦楽団
こんにちは！ 私たちは部員約40名で、週2回、滋賀

医大音楽棟で活動しています。現在は12/8（土）に

栗東芸術文化会館さきらにて行われる第69回定期

演奏会に向けて練習を重ねています。大人数で演奏

するイメージの強い管弦楽団ですが、本日は4回生

の弦楽器4名による弦楽四重奏をお送りします。日

が暮れた中庭に響く繊細な弦楽器の音色をお楽しみ

ください！

☆ 琉球國祭り太鼓 滋賀支部
「琉球國祭り太鼓」は沖縄の伝統芸能エイサーをベースに、

空手の型を取り入れた独自の振り付けとダイナミックなバ

チさばきで、沖縄を代表する創作太鼓集団です。1982年に

沖縄市の泡瀬を中心とした若者たちによって結成されて以

来、沖縄が大切にしてきた「迎恩」の心を打ち響かせてきま

した。

琉球國祭り太鼓 滋賀支部は、2017年4月より、以前あった

支部を再結成させ、現在14名で活動しております。メンバー

のほとんどが沖縄県出身ではありませんが、各々沖縄、エ

イサーが大好きで勢力的に練習やイベントへ参加しており

ます。

太鼓の音は心臓の鼓動と言われており、沖縄では御先祖

様を供養する為に太鼓を叩きます。太鼓の音で少しでも見

て下さる方に元気や勇気をお届け出来る様に精一杯演舞

致します。何卒宜しくお願い致します。

ステージ出演者

学生企画

リレー・フォー・ライフで検診を受けよう！

≪ 公益財団法人滋賀県健康づくり財団 ≫
子宮頸がん検診 ： 定員50名、13日（土）のみ

20歳以上の女性を対象とさせていただいております。事前予約制ですが、空きがございましたら当日も受け付けて

おります。ブースでは婦人科がんの啓発を行っております。

≪ 一般財団法人近畿健康管理センター ≫
PSA（前立腺がん）もしくはCEA（消化器系がんなど）の測定 ： 定員100名、13日（土）のみ
どちらも採血による検査となります。定員に達し次第終了です。

無料 県外の方もOK

ラジオコーナー
がん患者さんや、がん患者さんを支える方々が、学

生や今の医療者の方々に伝えたいことを発信しま

す。がんに関わる方々の、生の声をお伝えできれ

ばと思っています。

琵琶湖ウォーク
来場者の方がリレーで歩いた距離をカウントしま

す！ みんなで歩いたら、琵琶湖何周分になるので

しょう…！？

リレフォの木
コースを1周するたびに、木の幹に花や葉っぱのス

タンプを押して、素敵なリレフォの木を完成させま

しょう！

思いの短冊
みなさまのいろいろな「思い」を短冊につづり、ツリーに飾り

ませんか？ みなさまの思いがつながりますように…

夜の炊き出し
ナイトウォークの時間帯に、学生による炊き出しを行いま

す！ 温かい食べ物を準備してお持ちしております！

学生グッズ
学生先着200名に無料でラバーバンドをプレゼントします。

学生の目印として相互交流のきっかけにしていただけます。

…他にも企画を用意しています！

☆ human note
関西を中心に活動する700人のsingerです。大阪あさ
ひリレー・フォー・ライフの会場にも参加し、歌を届け
ています。滋賀医科大学リレー・フォー・ライフの会場
にいらっしゃる皆さんと歌でつながり、元気になって
いただけますように…
言葉の一つ一つに心を込めて歌を贈ります。



長浜赤十字病院
私たちはサバイバーと共に歩みます。

リレーチーム・ブース出展のごあんない

甲賀病院忍者隊
今年も甲賀病院から忍者の格好で参加させていただきます。「医は“仁
術（忍術）”」を実践すべく皆様と共に歩いて参ります！もちろん今回のイ
ベントのみならず、普段の業務でも「ハートフルKOHKA」をモットーに皆
さんが自分らしく生きることをサポートさせていただきます。

リレー

リレー

小野薬品工業株式会社
抗がん剤領域を担当している滋賀県のメンバーです。

リレー

夜月奏
湖南市在住の仲の良い夫婦2組でチームを組みました。リレー・フォー・
ライフには何度か参加させて頂いています。滋賀で初めてリレー・
フォー・ライフが開催されてから欠かさず参加しているメンバーも居ります。
今年も大好きな音楽でエールを送りたいと思い、楽器を担いで演奏しな
がらリレーを繋いで行きたいと思っています。皆さんとゴールまで頑張り
ますので、どうぞ宜しくお願いします。

リレー

虹色のたね
たくさんの方と繋がりたい・・・そんな思いで参加いたします。私たちの手
づくりフラッグは参加者のみなさんからのメッセージで完成します!当日は
ぜひお声をかけていただき、いっしょに楽しみましょう。

リレー

高島市民病院 JOG＆RUN
私達は、地域のマラソンや歩くことを通して親睦を深めている高島市民
病院JOG＆RUNサークルから集まったチームです。参加に向け大いに
盛り上がっています。少数精鋭が集まりました。「支えあい、歩きつなが
ろう」をテーマに２４時間闘っている患者様、御家族と共に たすきをつな
げていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

リレー

彦根市立病院
緩和ケアチームメンバーを中心に病院として今年初めて参加します。参
加人数が少なくて長くは歩けませんが、初めてのリレー・フォー・ライフを
楽しみにしています。

リレー

滋賀県生協連有志チーム
滋賀県生協連会員生協の組合員有志です。女性特有のガン征圧にむけ
て訴えていきたいと思います。

リレー

大津赤十字病院
大津赤十字病院は「がん診療連携拠点病院」として、一人ひとりのがん
と向き合い、チーム医療でがんに立ち向かい、患者さまにとって最善の
医療を提供いたします。

リレー

一般社団法人近畿健康管理センター
今年も無料で検診を実施します！

ブース

公益財団法人滋賀県健康づくり財団
今年も、無料子宮頸がん検診を初日に実施します。また、乳がん、子宮
頸がんに関する啓発も行います。県内におけるがん対策について今後も
取り組みを進めていきます。

ブース

株式会社インシュアランスブレーン
「がん対策」としてがんリスク診断ツール NOAH検査（がんスクリーニン
グ検査）の案内とそれを一般化させた 「がんメディカルクラブまもーる」
の紹介をいたします。既にがんの手術現場でも活用されているアミノ酸
「ALA」を活用した検査キットにて尿の提出で早期発見に繋がる結果が
判断できます。また、リスク判定が高い場合は更なる検査費用も補償さ
れる 「がんメディカルクラブまもーる」 をパンフレットを中心に紹介をいた
します。併せてがん罹患の備えとしてがん保険の重要性についても啓蒙
いたします。

ブース

エイジリンパケア
医療に寄り添う 痛くない前川式リンパケア。オーガニックケアオイルを使
用し、ハンドリンパケアとフットリンパケアを行います。パソコン（パワーポ
イント）にてリンパの働きを公開し、健康（癌）に対する知識に触れて頂き
ます。アロマとハンドケア（ふれあい、語り合う）のコミュニケーションが、
自律神経を整え、認知症にも効果が有ることを知ってもらい、日常生活
に取り入れて頂けるよう紹介をします。オーガニックアロマケアオイルを
景品として提供いたします。（500円相当） (ハンドリンパケア施術料500

円・フットリンパケア施術料1,000円）

ブース

滋賀県がん診療連絡協議会
―滋賀県内の病院や関係団体が集まり、県全体のがん診療の連携につ
いて議論する滋賀県がん診療連携協議会です。
―がん患者さんの悩みや不安にお応えする「がん相談」の専門スタッフ
が、がんに関する情報を発信します。滋賀県各地のがん診療連携拠点
病院等でがん相談を行うスタッフが、チラシやパンフレット等を活用しが
んに関する情報を発信するとともに、滋賀県がん診療連携協議会の活
動をPRします。

リレー ブース

滋賀県肺がん患者会 肺ゆう会～しが～
希少がんGIST患者会 GISTERS
―2014年~2015年RFLJしが実行委員会で2年間活動していた、サバイ
バー仲間です。
今年で滋賀医科大学で3回目の開催、滋賀県での開催5回目、がん患者
が地域社会で安心して暮らせる環境を作るためがん患者や支援者が一
同に集まる患者会を開催し、がん啓発活動を行うと共にがん患者支援の
活動することを目的で頑張っています。
―保冷剤を使った芳香剤作りのワークショップと販売を行います。

リレー ブース

草津総合病院
―私たちは、がん診断から療養までに携わる医師、薬剤師、看護師、
MSW、ケアマネジャーなど中心に構成されたチームです。 昨年に引き
続き、RFLJを通じて今一度私たちにできることについて、考える場とした
いと思っております。がん患者さん、サポートするご家族を応援するとと
もにRFLJ滋賀医科大学を応援します。
―がん相談等を行います。

リレー ブース

じもてぃ３がん病院
―「じもてぃ３がん病院」って何？ 東近江総合医療センター、近江八幡
市立総合医療センター、滋賀医科大学医学部附属病院がイベントに参
加するにあたり作成した名称です。（「じもてぃ」とは、地元の・その土地の
の意）私たちは、リレー・フォー・ライフ・ジャパン滋賀医科大学の開催を
応援します。東近江二次医療圏のがん医療、滋賀県のがん医療がます
ます充実するよう、市民公開講座など幅広く活動します。
―東近江総合医療センター、近江八幡市立総合医療センター並びに滋
賀医科大学医学部附属病院の３病院が行っている、がん診療に関する
取組等を紹介します。

リレー ブース

滋賀医療技術専門学校
―学生ボランティアとして会場設営から片付けまでを考えています。24

時間タスキをつないで歩くこと考えています。
―滋賀医療技術専門学校は滋賀県で唯一のリハビリテーション専門職
である理学療法士・作業療法士の養成校です。

ブースリレー

カリカリ博士
おいしいたこ焼きを作り続けて応援して支えていきます！いつでもお待ち
しています。

ブース

地域貢献. com
お好み焼き、焼きそば、イカ焼き、フランクフルト、クレープ、スムージー、
コーヒーを提供します。ぜひお立ち寄りください！

ブース

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議
―県内各地で誰もが住み慣れた地域で最期まで安心して暮らせるよう
地域包括ケアの仕組みづくりを推進している団体です。
―＜啓発ブース＞医療福祉・看取りについて広めるために、パネルやパ
ンフレット、グッズを設置し、啓発します。
＜飲食店ブース：おでん屋＞パック詰めされた購入したおでんセットを湯
煎し、深めの紙皿にいれて販売します。

ブースリレー

公益財団法人滋賀県理学療法士会
―今年で三回目の参加となります。2010年4月からがんのリハビリテー
ションが診療報酬の対象となりその重要性が高まってきております。理
学療法士は「がんのリハビリテーション」の分野において、がん患者さん
とご家族さんの心に焦点を当て、『笑顔を忘れず』、人間らしく生きること
を支える、身体面のエキスパートとして今後も活動して参ります。
―がんのリハビリテーションのパンフレット、ボールペン、クリアファイル
等 無料配布致します。また、２日間ウォークされる方にはロゴ入りのス
ポーツタオルを無料配布致します。

ブースリレー

ソウル オブ レイク (Soul of Lake)
大津のゴスペルチームです。ステージイベントにぜひお越しください！

リレー



福祉ネイリスト
―ネイルサロンにお越しいただけない高齢者、障害のある方、ご病気の
方などのもとへネイルの出張サービスを行う団体です。
お爪をきれいにするだけでなく，ネイルサービスを通して“癒し・元気・笑
顔”をお届けすべく、活動しています。
―ネイルカラーリング＆アート、ハンドトリートメント、アクセサリー等の販
売を行います。

ブースリレー

NPO法人淡海かいつぶりセンター
―淡海かいつぶりセンターは、「がん」と向き合い、悩みや苦しみを抱え
るひとりでも多くの人の支えとなることを使命として活動しています。リ
レー・フォー・ライフ参加も、今年で4回目になります。リレーウォークに参
加し、「がんと闘っている皆さんに少しでも寄り添うことができたら（*^o^*）
という、がん患者さんやご家族へのメッセージにつなげていきたいと思い
ます。
―認定看護師によるがん専門相談、アロマハンドマッサージ、ポスター・
写真によるセンターの紹介、タオル帽子の展示・作成指導をします。

ブースリレー

チームきれいや
―福祉訪問理美容師が施設、病院、ご自宅に綺麗をお届け。椅子が一
個の貸し切りプライベート美容室もあります。医療ウイッグや髪の毛の悩
み相談もしていますのでお気軽にご相談ください。
―前髪カット＆マッサージを行います。

ブースリレー

株式会社パーフェクト・トレーナーズ
―地元草津を拠点に活動する弊社のスタッフは病院や運動施設で活動
する有資格のトレーナーです。今年で3年続けての参加となります。ブー
スでは身体のケア面で来場者の皆さまにストレッチのサービスをご提供
します。長時間の歩行により疲れた疲労をストレッチで取り除きます！一
人では伸ばせない部位や疲れた筋肉をピンポイントでストレッチしますの
で気軽にお尋ねください！
―「ストレッチコーナー」長時間歩いて疲れた身体の疲労をプロのトレー
ナーがストレッチで取り除きます！

ブースリレー

市立長浜病院
―私たちは、市立長浜病院の医師、看護師、緩和ケアチームメンバーな
ど、がんに関わるスタッフで構成されたチームです。地域がん診療連携
拠点病院として、がん征圧、がんになっても困らない社会の実現を目指
し、自分たちができることに全力で取り組んでいます。
―休憩スペースを提供します。

ブースリレー

エイブルビヨウシツ
―草津市南草津の美容室です。医療美容師在籍でヘアドネーションや
医療ウイッグのカットなどを行ってます。リレー・フォー・ライフは今年で3

年目。相談や説明だけでも聞きに来てください。今年もよろしくお願いしま
す。

ブースリレー

◎公共交通機関でお越しの方

JR東海道本線（琵琶湖線）「瀬田駅」下車。

瀬田駅から「滋賀医大」行きのバスに乗車し、「医大西門」で下車。

◎お車でお越しの方

滋賀医科大学西門駐車場を無料でご利用いただけます。

附属病院からではなく「医大西門」からご来場ください。

会場までのアクセス

約20分
JR京都駅 JR瀬田駅

草津田上IC 竜王IC大津IC
12 km 18 km

滋賀医科大学

タクシーで約10分
（運賃約1,500円）

バスで約15分
（運賃 240円）

1.3 km

瀬田駅→医大西門

07 18 38

08 05 13 30 43 47

09 02 13 27 45

10 00 10 15 30 45

11 10 15 30 45

12 10 15 30 45

13 10 15 30 43

14 10 15 30 45

15 15 30 45

16 00 10 30 50

17 10 15 30

18 00 15 27

19 00 30

20 00 30

21 00 30

医大西門→瀬田駅

07 18 48 55

08 15 19 31 42 48 59

09 02 13 28 44 58

10 07 18 30 34 52

11 04 30 31

12 01 07 30 32 59

13 09 30 33 59

14 07 14 30

15 01 07 19 48

16 19 25 30 54

17 09 30 31 43 57

18 43

19 14 46

20 18 46

21 18 46

バス時刻表
黒字：帝産バス
赤字：近江鉄道バス



お問い合わせ リレー・フォー・ライフ・ジャパン 滋賀医科大学実行委員会

〒520-2192

滋賀県大津市瀬田月輪町 滋賀医科大学内
TEL: 077-548-2070       FAX: 077-548-2799 Mail: rflshiga.college@gmail.com

Web: http://relayforlife.jp/shigaidai/                      Facebook: https://www.facebook.com/rfljshiga.college/

Twitter: @rire_life_shiga

募金箱の設置のご協力ありがとうございました。 （敬称略・順不同）
エイジリンパケア、エイブルビヨウシツ、近江八幡市立総合医療センター、カリカリ博士、
きれいやプラスワン美容室訪問美容きれいや、株式会社パーフェクト・トレーナーズ、市立長浜病院

■協賛 （敬称略・順不同）
アフラック滋賀支社、滋賀県生活協同組合連合会、個人で寄付くださったみなさま

■協力 （敬称略・順不同）
Hapiness あいうえおうえんだん、滋賀医科大学国際保健・地域医療研究会 TukTuk、NPO法人淡海かいつぶりセンター、
長浜赤十字病院、株式会社マエダモールド、株式会社irodas

■後援 （敬称略・順不同）
厚生労働省、滋賀県、大津市、草津市、近江八幡市、栗東市、守山市、湖南市、東近江市、彦根市、長浜市、野洲市、
甲賀市、高島市、滋賀県教育委員会、大津市教育委員会、滋賀県社会福祉協議会、大津商工会議所、大津北商工会、
瀬田商工会、公益財団法人 滋賀県健康づくり財団、滋賀県がん診療連携協議会、滋賀県がん患者団体連絡協議会、
滋賀県立総合病院、近江八幡市立総合医療センター、彦根市立病院、市立長浜病院、大津赤十字病院、公立甲賀病院

■特別協賛 （敬称略・順不同）

■音響・照明 （敬称略）
スタジオフィディア

■主催
リレー・フォー・ライフ・ジャパン滋賀医科大学実行委員会、公益財団法人日本対がん協会

■共催
国立大学法人滋賀医科大学、一般社団法人環びわ湖大学・地域コンソーシアム

■昨年度実績
参加者： 約700人（サバイバー47人・ 学生約170人）、チーム数： 16チーム
日本対がん協会への寄付金：￥829,492

ご協力いただきました寄付金は、下記の日本対がん協会のがん征圧のための活動、
並びにがん患者支援のための活動に役立てられます。

・プロジェクト未来・・・がんの新しい治療法や新薬開発のための研究費用に充当されます。

・若手医師育成・・・がん研究に邁進する若手医師への奨学金に充当されます。
・がん検診受診率アップ・・・がん検診受診率アップのための様々なプログラムに充当されます。
・がんの悩み相談・・・がん相談無料ホットラインなどの運営に充当されます。


